
大
山
ダ
ム
・
小
石
原
ダ
ム
が 

完
成
す
る
こ
と
で
異
常 

渇
水
時
の
被
害
軽
減 

　
近
年
は
少
雨
傾
向
と
い
わ
れ
、

筑
後
川
流
域
は
慢
性
的
な
水
不

足
の
た
め
に
、昭
和
53
年
、平
成
６
年
、

平
成
14
年
と
、
お
お
む
ね
２
年
に

一
回
程
度
の
割
合
で
取
水
制
限

を
伴
う
渇
水
被
害
が
お
き
て
い
る
。

降
水
量
が
少
な
い
年
は
、河
川
の

流
量
が
極
端
に
減
少
し
、農
業
用

水
の
取
水
時
期
に
は
水
利
用
や

河
川
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。 

　
河
川
環
境
の
維
持
、安
定
し
た

水
利
用
を
行
う
た
め
に
は
、ダ
ム

等
に
よ
る
不
特
定
容
量
の
確
保

が
必
要
と
な
る
。 

　
冬
場
は
す
で
に
松
原
・
下
筌
ダ

ム
で
確
保
さ
れ
て
い
る
が
、夏
場

は
ほ
と
ん
ど
確
保
さ
れ
て
い
な

い
た
め
に
、６
月
の
農
業
用
水
不
足
、

渇
水
被
害
が
頻
発
し
て
い
る
。 

　
そ
こ
で
、
洪
水
調
節
、
既
得
用

水
の
安
定
化
・
河
川
環
境
の
保
全
・

新
規
利
水
を
目
的
に
建
設
さ
れ

て
い
る
大
山
ダ
ム
、小
石
原
川
ダ

ム
が
完
成
す
る
こ
と
で
異
常
渇

水
時
の
被
害
が
軽
減
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
。 

　
ま
た
、筑
後
川
の
流
量
が
豊
富
で
、

か
つ
既
設
ダ
ム
に
空
き
容
量
が

あ
る
場
合
に
ポ
ン
プ
で
導
水
し
、

既
設
ダ
ム
の
空
き
容
量
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、夏
の
渇
水
時

等
に
筑
後
川
本
川
の
河
川
環
境

保
全
及
び
既
得
水
利
等
の
た
め

に
供
給
す
る
筑
後
川
水
系
ダ
ム

群
連
携
事
業
が
実
施
す
る
こ
と

で
十
分
な
不
特
定
容
量
が
確
保

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

　
両
ダ
ム
、ダ
ム
群
連
携
事
業
の

必
要
性
を
強
く
感
じ
、こ
の
事
業

の
早
期
着
工
、早
期
完
成
を
願
い

た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

道
の
駅「
水
辺
の
郷
お
お
や
ま
」 

　
施
設
の
管
理
運
営
を
行
っ
て

い
る
㈱
お
お
や
ま
夢
工
房（
旧
大

山
町
が
70
％
出
資
し
て
い
る
第
三

セ
ク
タ
ー
）の
事
業
部
長
河
津
氏

に
話
を
伺
っ
た
。 

　
施
設
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、

指
定
管
理
者
制
度
を
採
用
、㈱
お

お
や
ま
夢
工
房
が
行
っ
て
お
り
、

年
間
売
上
は
４
億
３
０
０
万
円（
Ｈ

20
年
度
実
績
）
、
１
年
目
（
平
成
17

年
）は
３
２
万
人
で
あ
っ
た
が
、年
々

減
少
し
４
年
目
（
平
成
20
年
）
は

２
５
万
８
千
人
と
な
っ
て
い
る
。 

直
売
所
に
つ
い
て
は
、地
場
産
野
菜
、

き
の
こ
、
果
物
、
梅
に
特
化
し
た

加
工
品
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
中

心
に
販
売
さ
れ
て
い
る
。 

            

　
レ
ス
ト
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、地

場
産
野
菜
・
果
物
を
使
用
し
た
バ

イ
キ
ン
グ
ス
タ
イ
ル（
今
年
度
か

ら
料
理
を
洋
風
か
ら
和
風
に
変
更
）

の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
あ
る
。利
用
者

数
は
、平
日
１
０
０
人
、土
日（
午

後
７
時
ま
で
）３
０
０
〜
５
０
０

人
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。視
察
当
日
、

大
盛
況
の
店
内
で
、美
味
し
く
食

事
を
い
た
だ
い
た
。 

　
直
売
所
の
成
功
の
カ
ギ
は
、加

工
品
の
開
発
・
販
売
の
よ
う
で
あ
る
。

大
木
町
の
農
産
物
直
売
所
、レ
ス

ト
ラ
ン
の
成
功
に
向
け
て
が
ん

ば
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。 
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近年頻発する筑後川からの取水制限、６月の田植え 
時期の水不足の原因とその現状を検証するため、 
国土交通省筑後川河川事務所及び大山ダムへ 

建設経済 建設経済常任委員会が２月23日、24日、先進地を視察しま した。レポートを紹介します。 

委

員

長
　
菰
方
　
重
義 

副
委
員
長
　
近
藤
　
純
久 

委
　
　
員
　
中
ノ
森
愼
一 

委
　
　
員
　
中
島
　
藤
美 

道の駅「水辺の郷おおやま」利用状況 

利用者数 

５００～６００人 

１０００～１５００人 

利益率 

１４～１６％ 

25～27％（販売金額の70％） 

平日 

土日 

 

野菜 

加工品 

大山ダムの概要説明 

平成24年度完成予定の大山ダム 

先進地を行く 先進地を行く 


